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アセチレシゎ接鏑還元托絞るエチレンむ合五}〈第8報〉

中間工業試験に毅て

管孝男・伊豆都穂町・高縛良男・越野清・村UI義夫

緒 言

研究者等は穣題の研究に就き北海蓮寺努盟大暴鱒謀研究焼に於て灘積約驚識を行ひ粉末還元ニユァ

ケルの衰謡にセレシ8と簿〈被覆せしめたる麓裁を用ひテトラヒドロナフグリン悲しくは複雑パラ i

ブイシをとその分散裁として水素及びアセチレシ 1:1の詫合ガスをグラスアィルグー若しくは鶏

布を慈し機招集抱扶にで容量出せしめ反臆紙読によ歩アセチレンの 60乃至 80%をおチレ:/tt:掛

ぜしむる事をと得た一方機媒の耐久カに鎖しても鞘Ji!ナペ会成果を得た.

本報告に於ては乙の研究のゆ鰐工業拭験を震UI懇意縁日本カ M パイトヱ業株式禽敢に於℃糞指

するに嘗P工業試験問ふぺ繍主給油時逮捕職議護減歩試験し箆にエ議案操作に照合し℃

三三の反藤謙件をと吟味した上工業拭験を行った夫等の成果に就き遠ペ.Q.

1. ~象構試験

料

備媒:鱗E菱化等傑畿付E語義綾素酸ニ::."ケJレ者と窓築中 50000に熱し駿化物に饗じたるものを35000

に於て7K棄に依歩譲Ji:;し酸化物 loogに裁き凡そ 1.61のセレン化水素ガス主翼窓轍止法tt:依

り18000 に於て反醸せしめセレシ被援をと識したものだあって笈験室約に試験する場合に捻ζ

の中よ担所要量採取して潟ひた.
(11 

プセチレシ:日本カ戸パイド襲のものを聞勝清準認を議し℃用ひた，

水素:裁解7K言葉惑とその盤用ひた.

テトラヒドロナフタリシ?武lfI毅化皐用

液髄パラフィシ:北擁護人石製 bp.2oo-25O句淡黄色

アセチレン藍合漁:日本jJ四バイト製 bp.23ぢ-245
Q
O，αmeもhyl脇陣もha1inを主成分とす繋褐色

試童会接器及び、操作 、
反膝器は第禁報t乙報官僚せる三つロを有ずるパイレyクス議選 11フラスコ悲しくは門様 4cm長

ざ 40cmのガラス絡で鏑謀凡そ 5gをと約 500-7000000の議議決イ七7K棄に分散せしめ揖枠し

) 脅範幸業務究所報告普策19綴

( 1) EeCh: 375 g 亘書012.:625g CU .(0民000):25g 縫藻土:625g ， 
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意義 娘 / 

つ L水害総及びアセチレンの混合ガス還と以下述べるが如会各室撃の噴出子LょD偽縞抱扶にて液担中

tc噴出せしむ，生成jfスの分析は総ぺ℃瓦官mpel鍛えfスピベ"I・3と用ひアセチレン及び不チ

レンの吸牧聞は第2報とi湾ーのものぞ用ひた.

結果及びその考案

1.分散裁の影響

錦織の分数媒としてアセチレン及び7}伎の帯解度、t:異にするテトラヒド口ナフグ宮内液鰻

パラフィン及びアセチレン整会j簡を使用し夫等の::r:.チレン収容に及ぼす影響を翻測すると問時

に中援摸的に製壊せる髄錐の性龍t:従来小規模的につく hをとるもの Lそれと比較守合D‘結果喜と
ヨた表I'C.示す.

気~ 1 還交 分数擦の影響

反属議議 5芝 E藍 後
締 媒 11 分 数 議 護憲

。C l/hr 

210 1 53 76 

波鐙パラフイシ 1 198 1 50 62 

650 cc 195 1 50 1 

195 1 49¥ 76 2~3 

液畿パラアイン
一~¥y

300 cc 200 1 50 64 4 

液縫パ?アイン 204 1 50 79 2 

900君。 204 1 58 82 3 
Ni-Se 

アセチレン還を子治 210 1 43 55 
5草

500 cc 
2-3 

210 1 50 60 

霊堂段パラアイン
300 cC 
十 200 1 50 告7 3 

アセチレン滋合主主
200 cc 

テ ト ラ lJ 'シ 1 500 cc 

うP ト フ F ン 195 I 吾容 66 1 700 cc 

翻鵠は最初反獲灘中にあった怨祭が主成ヌfスに依り逐火器換され且つ分散織に霊悲し溶解zfi街

に遣し定営放議にたった待生成ガスの一部をと殺取し分析したものであるがガス氷山んダ戸の饗

積づ、なる矯完全に定常扶犠にたらざる倣誌もあD穣渓IJ畿は可主主主の饗動変示すヘ錯し乍らー殺

結畏として礎燕小規護法によ長つく Bたる錨草案の投能と同等の成果が得られ鰭諜のヱ裁的製造

法に封し一指針が輿へられる，

分数媒の質的影響に就いては諜鶏ごう如く液欝パラフィンが最も良好なるおチレン敬惑をと輿へ

(1)空襲2報参照
、、、
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アセチレン宮司祭繍還元に依るエチレンの会主主 1

デトラ評判アセチレシ議合油が之に次ぐ，量的影響に就いては量の多い程従って鰯蟻の駅事

2される龍牧草容よく 5gの書籍媒をと 900切の液鰻パラフィンを分散せしめたる場合生成ガス中 80

%近くエチレンが棒られる.

2. 71くの共容が及ぼす影響

中間試験装蜜に於ては水素及びアセチレνが7./(蒸蒸を伴ひ反藤簡に入るたあ披鰭茨化水雲誌に

人 7Kをま泉主う共存せしめ豆つ藤北カルジウムの乾諜塔を話会去して反躍を行った結果喜ときえき受f-c.:示す.

務沼運受 *の影響

主勢 緩 分数嫁 主義
反感義重度 I i議 菜室
"D Jfhr 

、
Ni-Se テトう)}ン 然 ，190 1 50 60 1 

og 500思G
ヰま 216 I 1-2 I 54 65 2-3 

衰の示す却〈反嬉湿農アセチレンの7K棄との混合比等訣況喜と精々異にするも7Kの存在有無に

依ってヱヂレンの殺き容は捜ねi霞定反るものとd監はまL~.

3.酸イ七織の彩響

アセチレン及び7K識が熱せられたる離化畿の草子在の下に罰的と:ずる反感以外む接購反嬢を混

進ずるか惑か喜と調ペた.第8衰の最移列に示さる Lが如く酸化錯の共容がコユチレンi汝率に及i笠

T影響は極主うで小さい. ‘ /' 

告露 3 

綾織 l反宅事箆|流J 議筆 号表

録引11リコ
500 80 

2-3 

Ih-.品会求昌三右前i 210 1 50 57 

4.反癒簡の形訴及びガス捷i患の及ぼす影欝

中関言議会の反躍簡は内接 40crn. 150cmの圏簡でる長境部の設楽は勿論趨政の分散絞

認も盟議フラスコの場合と嘗祭具る室率それと類桜せる反癒箆をと使用して反感を梓ひ泣つ流遠

大なる場合の試験を震施宅tt反悲絡はラちに総べた如く内接 40mi!惑さ 40cmのガラス翻時で

〈発〉 アヤチレのエチ V ンに襲撃じた書革命， 室事ち郊分7~霊祭添加率除雪量畿よ事の不規則なガス流れのたみ紋織

議径の審議測a:行はず.縫ってIlei援な緩は得られないが紋綴績の数長室館より計算すればJt7c70~80% と主義

定される.

時-23 
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マザ

[;(~畿カ・ 2花畑醐静

然、 1 、関

装置上襲警藤フラスコtc比し議全轄の揖枠核果が極めて不良なるも:13'ス噴出口附波に於げる鍵

枠は充分なるものと息はれる.ヌド反膝簡を}j3[J.て得られたる結果設に減速め影響を次に芝公ず.

夜襲撃鋳の形歎];/l.び滋遂の影響

読 書草
反躍暴露言 E芝 態 後反躍震波躍を

鰯/ 草案 分敏雄 反襲撃器 。。 l/hr OH沼号もC匂H OH2=OH2 OH=OIま/" --
% ヲる

瀦ア ス成:;:r 190 I 50 60 1 
11 

テトラ苦ン
関 銭 1 49 58 3-4 Ni-Se 0.51 190 

50000 

襲警 健 184 5 ， 48 45 -2 0.51 

童書 4 務

畿に見られる如く反蕗筒の形般に佼長エチレン牧草容にさ九たる襲警佑を燕さぬ事は明かである

米反躍のアセチレシが若干多く認あられるのが撹搾穀巣の不充分なる事に爵るものと考、へられ

-3. 

情議議喜と約5傍にして得られたる結某!なおさ子レンi段差群が等しく悪いこのζとは祭逸のコたい浅

に結びつけて湾へれば7k紫の繍散議震の謹設定義として詮現され搾るJ然し乍ら一方議度高く接

持識しき般若もに主きでは噴出する議治の大いさが牧率淀設したる影轡者と及夜さぬ事t:認めて居る

がとの反震箆を用ひたる場合法接持数カ小なる震に議論が更に徴絡に静かれる事主主く畿の示す

如き結3裂が持られたものと考へられる.

-24 

' ・畠

，5.噴出孔の影響



• P 

アセチレンの重奏緩漆立たに依iる品チレンの合成

会報に議ペた如く 130<>0 にで双膝ガスをグラスフィルグ向を通し噴出せしめた欝フィル

グ{の問が大変いと幸子しく水機運与の減少する事役認めた.然し乍らアセチレンの液鶴提化水議

に霊せする諒解度は極度上昇と共に減少し7](棄は増加し 200
0
0 近識では爾者の溶解援の可なか

近接することが裁られアC勝る.

従ってフィルグ m の思り大変く議摘の大きい場合に℃もと母韓度の蕗識にあタては左韓接散

速度に差異食生と7](務室容が減少するとも思へない，之らの話Eと驚験に訴へる震に噴出孔として

1.総有

r 会.0ぷmm-1mm麓皮の小孔約 20に有するガラス球

3.内経 3mmの硝子管

を炎々使用し襲警々関紙況の下I'C賞選会3と行った紺果をと三えに示す.

忠鯵 5:a受 賞筒孔の影響

土15??と(副主託金生全
総耳寺西枚 210 I 1 
。m2 . 198 1. 1 

5g 

液綾，，{ラ 7イン|裕子管 1 山

65000 ぬ筏O.おml … 
Ni-Se 

1 

小孔約扮を 195 I 15 
事ぎする事鈴子去最
筏 O.5mmI .ll:fU l 

58 

50 

45 

50 

49 

67 

奇2

55 

一恥" 
50 

49 

2-3 

'でグ2

-1  

2-8 

賢験批i先が炎々多少異つ℃腐るがき受の示すところでは小孔を有する鶴子球噴出口とする議合

最も牧楽がよい.

部し'l"ら第一列嫡布を用ひた場合は反躍が充分主主常絞態i'C.嬢ぜざお絞誌にあD之以上の敬率

が欝持される.

との態度のf芝陣混度i'C.於ては噴出孔の影響iが抵設設に比して幸子しく小さい惑をと示す.

以上得られた議鵠試験の成果配列記すれば交の如くである.

1.中鵠ヱ業試験用調媒役従来符ったノJ~規模製造法喜とその僚披張し℃作り共の性能を捷験室幾

援に依b試験したとζろ何等性能の襲必が認められない.館ちアセチレン 50認を含む7](棄

との混合ガスを用0.行へる議長の驚験紙出i'C.於て生成ヌfス中 79だの思チレンが得られる.

アセチレシの::1:.チレンに轄じたる割合欝ち部分水素部加率は 70%以上と撰定される.

2.分散媒として昨夜膿パラアィンが最も韓首であ控との反躍の速度律速段簡がアセチレン及
@ 

て芦水雲誌の液綴嬢数に基う参議期のまおく之等の帯解度が牧墨容に脅し決定的自予となる事者と示唆ず

る.

色分散鎮の繰持議カが充分で議うる議長反繕筒の形麓は牧卒に影響を輿へすた

-25-
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動端 銭

4.酸イ七議及び水の共存t.v法連事に脅し鈍感でるる. 

.'5.反霊長調箆壌が凡そ 190-2DOoOにある設D噴出孔殺つ℃集地の大いさは或る程度訟で牧語辞

と無関係である.

6.生成ガス中米反E撃のアセチレンは 1-3%謹援に観i泌され反躍録件との露認は不藤なるも

分散識の嚢告と比較的多援にAIふることに依t;低僚へ移行せしむる喜怒遣と捧ふ

2.中間工業試験(未完〉

試料

鏡蝶-1::t〆ン被饗粉末ニ yケJV凡そ 350g製法は先に間乙

アセチレン:投入式に依主議主主せしめたるものを先と関識の清海難老越して尽ひた

総史館-99%

水議 z先に持じ

液鵠パラフィン z先模開じ

プセヂレン議合論:先11:鰐己

試験装鐙及び操作

エチレン製造のアロンシィトを別紙に示す7](紫及びアセヂレYaと夫々容量4立方米のホール

ダ四に克塊しア々チレン14滞浮塔安全器及び流量計をと7](識は緒量計のみを越℃誌を針誇に導かれ

第 2 圏 E芝 R醤‘ 草委

← 26 -
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アセチレンの袋綴滋元に依る::r.:1-レンの合成

混合;J:lス徐楽に読量計をi護じブロ戸ア阿・に般参議熱器を躍で反盤韓民議られる.

反窪需は内儲 40cm長c;1初日m の内壁きと埼2・叫ロ m 引きせみ鱗筒である.

二議壁の外側へは一定謹度I'l:熱したる漁を通し所擦滋震にあた Lめ終濃度を熟鴻中I'l:ilま捺水

銀幾線計を卦己込みiRIJJ起す.

ガコえ鳴撚託として筒の下部;-Mil'l:最高布三三枚践歩ものをはpつけるか或は鶴子綿を密 2cmQ) 

ガス導入管rr.:光壊じたもり芝府ひた，

鑓採の分散織としては譲韓パラフィγ若しくはアセチレン重合油の韓合油を第ひ鶴秒凡そ4

-6同轄の遼度でプwベラ二枚喜と殺ナる捷持棒に般参議揮しつ Aガス
(*l 

は水冷コンデンサ戸主と瀦D流量言f-を経℃ガス摺に法主込まれる.

生成ガスの分析法は先e問機である.

試験結果及び湾機

NトSe購謀部Og，その分散銭として液鰻パラフィン 451を使用い務布三枚躍りのものをご

反E堅持の習に張って成長芸を行った.

譲銭試験の結果に依ると鏑鰭及び分散援が摺定され Lば反擦需の形成絶って議椙の厚さに時

々無関係に生成ガス中未反麟のア々チレン 2-3%を越へたい粗皮の流速の税践が奥へられる

との基準夜襲へば中間試験に於げる捷主主は凡そ 100lfhrでエチレンの日産 1Kg l'C.格繋jで葬会

ら本試験に於℃はガス壌誌面の商機，議捧鏡カ等，保持に設参議及の流速は不定訟る故反

穫の議密主主調度を先に述べたる如く 190"0-20000の範障に録ち先づ流速のaチレンi汝喜容に及

ぼす影響3と灘浜11した結果をと火器交に示す.

中関試験成主義 (禁のー〉

鰯
一採 1 分費支童書 I反藤00滋後 |iCE混1=合OH土f色kzl統l/hr芸霊 !紋総務

Z 192土2 1 3ぬこと20 0.45 54 8 

2 液 Z詰2 1 350 25 11 
Ni-務岱3 

パラアイン
1詰2 1 350 56 11 

4 350g 192 、Z 350 52 11 

5 451 192 1 350 0.45 48 唱

ち / 192 1 350 36 6 

表に叉択す鋲〈最初ガス蹴主義 3501/訟に℃生成ガス中エ£チレン 50足以上米反騰のアセチレン

凡そ 10;ζ 制緩たるに伎歩箆議設定?とし 150ljhrに探ちたるも未反寵のアセチレン命数%を

認めた.従来基礎資革委にて得られた経験に基き如上の成果を考察すると議泡の騒い議ほ縞布に

くとして夜摺全域にわたる援弾数カの乏しいととく詫って繍煤沈壌の可能性めt)が

ふ捨J則されるヨえに議備試験rr.:依れ按分散臓の量め多い韓米反躍のアセチレン少くi民主容に有利主主

(特〉 箆号撃の都合上更に塁走設のプ歩イシコンデン沙問義援化カノレシウ

-27… 
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燭探

る故アセチレン重合油 361を更に加へて同朕況の下に反鷹を行った.

結果を(其の 2)に示す.

中間工業試験成果 (其の二) /鳴

試験
反一騒後

燭 採 分散媒 反謄温度
CI混T三合CH比jHz 

流主主
収縮率 CI¥Zz%=CHE QH三%CE王番競 a 。。 )jhr 

液陸パフフイ
1 Ni-Se ン 451 192土2 1 350土20 0.5 42 25 

+ 
2 350g アセチレン重 192 1〆 350 0.5 

曹ゐ 41 26 
合?由 361

生成ガス中アセチレンガは〈其の 1)に比し額著に増加したる矯反麿筒を分解し調べたると

とろ絹布が約 5cm切断され鯖媒が絹布の間際及び大部は反臆筒の底に沈積しおD如上の不成

績は鱒媒の偏在に起因せることが明かになった.

<*l 
絹が反躍の嘗初よ D破損して居たか或ひは叉アセチレン重合油を加へてよ D損耗を受けたか

は不明であるがこのため(共の 1)に於ても気泡の大なること鯛媒の分布不均一なる事等の放

況がかんがへられる.
もち

絹の代りに硝子綿を反躍筒のガス導入部に充填して行った成果を(其の 3)に示す.

中間工業試験成果 (其の三)

試験
反態湿度 lC混合比 l民縮率

反爆後
鯛 媒 分散探 涜主E

番競 。C :CH三CHjHz 1jhr CHz=CHzl CH三CH
% 9も

1 195土2 1 300土20 0.5 48 12 

2 195 1 300 47 13 

3 液醸パラア 203 1 120土10 64 11 

4 Ni-Se イン 903 1 120 64 8 451 川

5 + 191 1 720:1::20 56 12 

6 350g アセチレン 204 1 720 64 10 
重合物

7 361 204 1 720 51 11 

8 204 0.5 720 32 11 、、、、
9 204 0.5 720 33 11 

この欣却に於ける鵡媒の液相全睦べの分布は絹布に遮断されて居る前試験に比し良好と思は

れるが気泡は可なりの大いさを有するものと推察される.

上表に示される如くエチレンは生成ガス中 50-60%に達し貰験室に於ける諜備試験のもの

に大略一重たずるが未反躍のアセチレンは依然 10%前後を含む.

以上の成果は何れも若干の未反鷹アセヂレンを認められるが之らのアセチレンが組ペ包水素

添加率を受くれば諜備試験のものと金〈同等の収率でエチレンが得られる語でるって最も嫌ふ

べきアセチレyの重合反底が特に進行して居たい事は Ni-Se簡媒の性能につき従来通りの信

〈骨〉 燭媒をA.れず液鍾パラフインのみのまま Nzカ・スによ勺空試験を重ta行った.
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アセチレンの霊祭線建設元に依る品チレンの合成

額が輿へられるアセチレン幾患に謂し℃犠畿上更に改善タペ念鍛は先にも越ぺたる如<.

1.夜指全域にわた.:.3護持殻カを充分たら

2.一場出孔として務布岱代りに多数の小孔を有ずる金審叡若しくは諜燐壊を使用する事等でる

り.ζれによ tJ芝に米反鷹アセチレンの水素添加が可能と思はれるが之らの離は今後の拭畿

に快ち本報iと於℃はヱ議鐸諜として凡その較援を吟味ずるに止む.

結
品

目
。
， 

Ni....Se鰯媒 350g をと用ひ液謹表佑水鶏 801 をそり分散識としてアセチレシの液棺還元にJ:~

エチレンの製造試験を行ったところエチレンの技連容は基礎資験に大嬉一致し悶藤 5kg謹農の成

果を得丸

アセチレγの議合反獲が特に容しく進行ナ~惑は認、通うられないが暴礎寛験に詫し灘平米反躍の

ものが多かった. との鼠悶は鵠謀の性能に非やして能指援搾器及'($ガス議出器等装置に蹄せらる

ぺきでるり.之等の改良に依参議舗試験11:於ける成果と金〈持犠或はそれ以上の牧喜容が得られる

ものとd患はれる.

本静子o/t':iC護設し務始番手指導{，狗i絞殺を競った君主内線郎教授に淳〈怒審議Tると共に京総工事権試験に闘し害事後

幼を寄せられたお本カーパイトヱ幾株式合祉に深遺書なる鋭設を表ナ.;、
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